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す
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い
わ
ゆ
る
「
送
電
線
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

送
電
線
の
空
き
容
量
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
で
あ
る
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
な
ど

の
新
規
接
続
を
拒
否
し
た
り
、
新
規
接
続
の
た
め
の
送
電
線
増
強
費
用
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
多
額
の
金
額
を
「
特
定
負
担
」

と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に
転
嫁
す
る
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
既
設
電
源
と
新

規
電
源
と
の
間
で
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
実
現
し
て
お
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
拡
大
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
と
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
率
は
先
進
諸
国
と
比
べ
て
い
ま
だ
低
位
で
、
世

界
的
な
導
入
量
拡
大
の
加
速
度
的
な
ス
ピ
ー
ド
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
多
く
、
上
記
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
妨
げ
を
放
置
す
る
の
は
看
過
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。

一

�

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
は
、
送
電
線
へ
の
接
続
を
原
則
と
し
て
認
め
た
上
で
系
統
運
用
に
お
い
て
調
節
す
る
、

欧
米
で
は
一
般
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
コ
ネ
ク
ト
＆
マ
ネ
ー
ジ
」
の
原
則
に
な
ら
っ
た
「
日
本
版
コ
ネ
ク
ト
＆
マ
ネ
ー

ジ
」
の
系
統
運
用
手
法
の
採
用
を
検
討
中
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
送
電
線
の
「
想
定
潮
流
の
合
理
化
」
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
合
理
化
の
計
算
の
中
で
、
稼
働
し
て
い
な
い
原
発
に
つ
い
て
は
、
既
設
分
と
し
て
リ
ザ
ー
ブ

さ
れ
る
電
源
設
備
容
量
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
か
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
の
か
。

一



�

具
体
的
に
は
、
未
稼
働
の
東
京
電
力
東
通
原
発
一
号
機
、
お
よ
び
着
工
前
の
電
源
開
発
大
間
原
発
一
号
機
の
容
量
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
か
。

�

稼
働
停
止
中
の
原
発
の
定
格
出
力
分
を
「
空
き
容
量
」
と
し
て
数
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
空
け
て
お
く
、
こ
れ
ま

で
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
新
規
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
等
の
接

続
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

�

そ
も
そ
も
世
界
的
に
は
送
電
線
の
利
用
に
つ
い
て
は
そ
の
時
そ
の
時
の
実
潮
流
ベ
ー
ス
で
計
算
し
、
系
統
運
用
を
行

う
手
法
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
実
潮
流
を
正
確
に
把
握
し
て
制
御
す
る
技
術
も
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
実
潮
流
ベ
ー
ス
で
の
系
統
運
用
を
採
用
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。
系
統
運
用
に
お
け
る
技
術

水
準
で
わ
が
国
が
先
進
諸
国
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
の
か
。

二

�

送
電
系
統
の
運
用
手
法
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

「
送
電
線
「
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
は
本
当
に
「
ゼ
ロ
」
な
の
か
？
」
に
お
い
て
、
送
電
線
の
二
回
線
の
う
ち
一
回
線
が
故

障
し
た
場
合
で
も
運
用
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
Ｎ－

一
基
準
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
原
則
的
に
は
一

回
線
分
の
容
量
で
あ
る
「
五
十
％
」
と
い
う
利
用
率
が
、
平
常
時
に
電
気
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
容
量
と
な
る

二



の
で
す
」
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
全
国
の
送
電
線
に
お
い
て
、
二
回
線
あ
わ
せ
て
五
十
％
を
超
え
る
容
量
の
電
力
を
送
電
し

て
い
る
事
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
「
五
十
％
が
平
常
時
に
電
気
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
容
量
」
は

日
本
全
国
の
全
て
の
送
電
線
（
一
般
送
配
電
事
業
者
・
送
電
事
業
者
が
保
有
お
よ
び
運
用
す
る
も
の
）
に
お
い
て
あ
て

は
ま
る
の
か
。

�

最
大
容
量
が
五
十
％
以
上
流
せ
る
送
電
線
は
全
体
の
何
割
あ
る
の
か
。

�

全
て
の
送
電
線
に
対
し
て
各
電
力
会
社
は
厳
密
な
潮
流
計
算
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
計
算
結
果
を
経
済
産
業
省
は
把

握
し
て
い
る
か
。

�

全
国
の
主
要
幹
線
送
電
系
統
に
お
い
て
、
「
五
十
％
超
え
」
を
記
録
し
た
事
例
が
過
去
一
年
間
に
あ
る
も
の
は
ど
れ

だ
け
か
。
「
五
十
％
超
え
」
を
過
去
一
年
で
一
度
で
も
記
録
し
た
の
は
主
要
送
電
系
統
の
中
の
何
割
に
あ
た
る
か
。

三

�

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
は
、
送
電
線
へ
の
新
規
接
続
に
あ
た
り
必
要
と
さ
れ
る
送
電
線
の
増
強
費
用
に
つ
い

て
、
電
力
会
社
が
電
力
消
費
者
か
ら
の
電
気
料
金
で
薄
く
広
く
回
収
で
き
る
「
一
般
負
担
」
の
上
限
額
を
定
め
て
い

る
。
上
限
額
を
超
え
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
原
因
者
負
担
」
と
し
て
、
新
規
接
続
事
業
者
が
負
担
す
る

三



「
特
定
負
担
」
に
よ
り
回
収
さ
れ
る
。
太
陽
光
、
風
力
に
対
し
て
設
定
さ
れ
た
「
一
般
負
担
」
の
上
限
額
は
、
他
の
電

源
種
別
と
比
べ
て
低
く
な
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
太
陽
光
や
風
力
の
新
規
事
業
者
に
多
額
の
「
特
定
負
担
」
が
請

求
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
一
般
負
担
」
の
上
限
額
を
廃
止
し
、
全
て
の
「
特
定
負
担
」
を
「
一
般
負
担
」
に
切
り
替
え
た
場
合
、
送
電

線
の
託
送
料
金
の
上
昇
は
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
何
円
に
な
る
計
算
か
。

�

欧
州
で
は
、
二
千
三
十
年
ま
で
に
二
百
件
の
送
電
線
の
新
増
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
全
費
用
を
「
一
般
負
担
」

で
回
収
し
た
場
合
で
も
託
送
料
金
の
上
昇
は
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
〇
・
二
〜
〇
・
三
円
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
と
試
算
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
送
電
線
増
強
と
そ
れ
に
伴
う
電
気
料
金
へ
の
影
響
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
政
府
で
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
か
。

�

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
は
、
「
電
源
の
設
備
利
用
率
ご
と
に
「
一
般
負
担
」
の
上
限
額
を
設
定
す
る
」
と
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
妥
当
と
考
え
る
理
論
的
根
拠
は
何
か
。
太
陽
光
や
風
力
と
い
っ
た
変
動
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
Ｖ
Ｒ
Ｅ
）
を
可
能
な
限
り
導
入
し
て
い
く
考
え
方
や
実
潮
流
ベ
ー
ス
の
運
用
な
ど
、
世
界
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る

考
え
方
に
反
し
て
お
り
、
経
済
産
業
省
が
導
入
を
検
討
し
て
い
る
「
コ
ネ
ク
ト
＆
マ
ネ
ー
ジ
」
の
基
本
的
考
え
方
に
も

四



反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四

�

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
は
、
「
想
定
潮
流
の
合
理
化
等
の
取
組
の
方
向
性
」
と
し
て
、
「
想
定
潮
流
が
空
容
量

の
範
囲
内
と
な
る
よ
う
新
規
電
源
連
系
量
を
管
理
」
と
し
て
い
る
が
（
第
二
十
三
回
広
域
系
統
整
備
委
員
会
配
布
資

料
）
、
既
設
電
源
の
連
系
量
の
管
理
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
送
電
系
統
へ
の
連
系
量
の
管
理
に
お

い
て
既
設
電
源
と
新
規
電
源
を
区
別
す
る
の
は
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
欠
い
て
お
り
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機

関
が
自
ら
掲
げ
て
い
る
「
中
立
・
公
平
な
業
務
運
営
」
の
理
念
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

�

上
記
の
既
設
電
源
と
新
規
電
源
の
区
別
に
つ
い
て
、
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
、
公
正
取
引
委
員
会
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

�

こ
の
場
合
の
「
既
設
電
源
」
に
は
、
い
ま
だ
稼
働
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
東
京
電
力
東
通
原
発
一
号
機
、
な
ら
び

に
着
工
す
ら
前
で
あ
る
電
源
開
発
大
間
原
発
一
号
機
は
、
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
か
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
の
か
。

五

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
の
拡
大
を
は
か
る
目
的
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先
給
電

を
義
務
的
に
要
求
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
が
加
盟
国
に
対
し
て
発
出
さ
れ
て
い
る
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
指
令＝

Ｒ
Ｅ
Ｓ
指

令
）
。
こ
の
た
め
、
出
力
抑
制
が
必
要
な
場
合
は
、
優
先
給
電
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
先
が
け
て
、
石
炭
火
力
や
原
発

五



と
い
っ
た
他
の
電
源
の
出
力
抑
制
を
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力
抑
制
を
や
む
を
え
ず
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
と
も
な

い
生
じ
た
事
業
者
の
損
失
は
補
償
さ
れ
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
と
と
も
に
電
力
ユ
ー
ザ
ー
に
転
嫁
さ
れ
る
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

し
か
る
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
施
行
の
改
正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先

接
続
・
優
先
給
電
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
電
力
会
社
の
接
続
義
務
の
規
定
が
削
除
さ
れ
、
む
し
ろ
後
退
が
見
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
指

令
と
同
等
の
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先
接
続
・
優
先
給
電
を
電
力
会
社
に
義
務
付
け
る
規
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

経
済
産
業
省
及
び
環
境
省
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

六


